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緩和ケアとは 
 

 一般的に「緩和ケア」と聞いても、「言葉自体を知らない」「聞いたことがない」という方が多いと思います。

また、知っている方でも、治療方法が無くなり、最期に受けるケアだと思っている方が多くいらっしゃいます。

実際、医療者でも治療方法がなくなってから受ける医療だと思っている方が少なからずいます。昔はそういう考

え方でしたが、今はがんと診断された時から緩和ケアは始まります。緩和医療学会では、市民の皆さんに向けて

「緩和ケアとは、重い病を抱える患者やその家族一人一人の身体や心などの様々なつらさをやわらげ、より豊か

な人生を送ることができるように支えていくケア」と説明文を出しています。つまり、がんと診断された時から、

心と体のつらさを和らげて、自分らしい（その人らしい）生活を最期まで送れるように、ご家族も含めたお手伝

いをさせていただくケアが『緩和ケア』です。 
 

緩和ケアは、がんと診断された時から始まります 
 

 今は、2人に 1ががんにかかり、3人に 1人ががんで死ぬ時代です。身近な人、もしくは自分自身ががんにな
ると思っても間違いではありません。もし、がんと診断されたら、治療・これから掛かる医療費・これからの生

活・仕事・ご家族のこと・・・など、たくさんの苦しみや悩みを抱えることでしょう。悩むのは当然のことです。

緩和ケアは、がん治療ができなくなってから始めるものではありません。がんと診断された時から、「つらさを

和らげるケア＝緩和ケア」を始めることが大切です。早い段階から緩和ケアを受けた場合、生活の質（ＱＯＬ：

Quality Of Life）が改善され、予後にも良い影響があるという調査報告も出ています。緩和ケアは、これからが
ん治療を受ける患者さんや、ご家族の生活をできる限り支えていきます。緩和ケアは、がん診断時から始まりま

す。 



がんと診断された時から、お手伝いをします 
 

 緩和ケア 5つの支援（日本緩和医療学会出版のリーフレット『がんとわかったときから始まる緩和ケア』から） 
 
①がんとわかったら、あなたのつらさに耳を傾けます 
 
 がんという病名だけでなく、抗がん剤など、普段は聞き慣れない言葉を聞くと、気持ちが動揺するのは当然の

ことです。その不安や動揺をお聞きして、これからのことや、あなたが大切にしていきたいことを、一緒に考え

ていきたいと思います。 
 
②これからの治療を決めるとき、あなたに必要な情報を提供し、あなたとともに治療を考えます 
 
 がん治療というと「今までの生活ができなくなるのでは」と心配される方がたくさんいますが、これまでたく

さんの方々が治療を受けてこられています。全般的ながん治療について説明し、今後のあなたの治療を決めてい

くための支援を行っていきます。がん治療は大きくわけて 4 つあります。『手術療法』『放射線治療』『薬物療法
（抗がん剤など）』『緩和医療』で、それぞれ特徴とデメリットがあります。 
 『手術療法』は、がんを含めて臓器を切除します。もしがんを完全に取り除くことができれば、根治も可能な

場合があります。しかし、傷の回復に時間がかかる場合や、切除部分の機能や器官が失われることがあります。 
 『放射線療法』は、がんの組織にＸ線やγ線などの放射線をあて、がん細胞やがん細胞に栄養を送る血管など

の機能を低下させることで、がん細胞を死滅させたり、増殖を抑えたりします。手術とは異なり身体に傷がつい

たり、機能を失うことは少なく、身体の負担が比較的小さい治療法です。しかし、治療中に皮膚の赤みが出たり、

治療が終了してから数か月～数年後に放射線が当たった臓器に変化が生じる場合があります。 
 『薬物療法』は、薬を使ってがん細胞を破壊したり、増殖を抑えたりします。手術療法や放射線治療とは異な

り、より広い範囲（全身）に効果が期待できます。転移がある場合や手術後の再発予防などに使用します。しか

し、正常な細胞にも影響を与えてしまうため、副作用を生じる場合があります。また、抗がん剤の中には高価な

ものもあります。 
 
③つらさや痛みが強いとき、「からだ」や「こころ」の様々なつらさを和らげます 
 
 体や心のつらさが強いときは、がんと向き合っていく力も湧いてこなくなってしまいます。がん治療中も、こ

れらのつらさを和らげる対処をすることは、治療を続けていくためにも大切なことです。つらさを私たちに伝え

たからといって、これからの治療が変更や中止になることはありません。とても大切なことですが、治療の主役

はあなた自身です。つらさや痛みは、他の人には目に見えず、本人自身にしかわからない部分が多くあります。

そのため、つらさや痛みをはじめとするあなたの状態を、まずご自身で把握していただき、それを私たちにお話

しください。お話しいただくことで、私たちはあなたのつらさや痛みを和らげ、あなたの意向に沿った療養生活

を送れるよう最大限の支援を行うことが可能になります。がんの治療中には、こんなつらさや痛みが見られる場

合があります。 
 
『からだのつらさ』 
お腹が痛い、電気が走ったような痛みを感じるなど、がんそのものによる痛み。身体がだるい、手足がしびれ

る、髪の毛が抜けるなど、治療によって出やすい症状。 
『精神的なつらさ』 
気持ちが落ち込んだ状態が続いている、何もする気が起こらないなど、不安やイライラ、うつ、不眠などの症

状。 
『社会的なつらさ』 
治療費や生活費についての悩み、このまま仕事を続けていけるかといった仕事の悩みなど。 
 



『スピリチュアル＝霊的なつらさ』 
自分がなぜこんな病気になってしまったのだろう、消えていなくなってしまいたい、家族に迷惑をかけるくら

いならもう何もしたくないと思うなど、死への恐怖や、人生の意味、目的の喪失などによるつらさ。 
これら 4つ（からだ・精神的・社会的・スピリチュアル）のつらさが少しでも楽になるようにお手伝いしていき
ます。 
 
④つらさや痛みが続くときは、専門のスタッフが相談させていただきます 
 
 緩和ケアを提供している医師、看護師（がん関連の認定看護師：がん化学療法認定看護師・緩和ケア認定看護

師も含む）、薬剤師、リハビリスタッフなどで構成されている緩和ケアチーム、がん相談員などがいます。担当

医師だけでなく、これらの専門スタッフと相談できます。ぜひお話してください。また、直接医師に質問したい

ことがありましたら、その調整もいたします。どんなに細かいことでも一緒に相談して、良い方法がみつかるよ

うに支援いたします。三沢市立三沢病院内1階の地域連携室や在宅ケアセンターなどに相談にいらしてください。 
 
⑤治療や療養の場は、ご希望に沿うように相談させていただきます 
 
 がん治療を行っている間や行っていないときでも、あなたが一番過ごしやすい場所で過ごせることは、あなた

やご家族にとっても大切なことであると私たちは考えています。今後の治療は当院だけでなく、近くの診療所や

緩和ケアを専門に行う施設、緩和ケア病棟（青森県南部ではまだありません）、通院が難しいときに往診や訪問

診療をしてくれる医師や自宅へ訪問してくれる看護師（訪問看護師）とも協力していくことが可能です。私たち

は、そのための情報提供やご相談をさせていただくことができます。 
 

ひとりで悩まない！まずは相談を！ 
 

 がんと診断された時から、様々な悩みや苦しみが始まります。ひとりで悩みがちですが、専門家と相談するこ

とで自分の考えを整理できたり、新しい情報を得ることで悩みが解決できることも少なからずあります。人は一

人一人、顔や性格が違うように、同じ家族のなかでも考え方や大切なことなどが異なります。そのため、その一

人一人に合った、寄り添ったケアが提供できるようにお手伝いしたいと思っております。年齢や病気の進行度に

関係なく、その人の苦痛を和らげることに焦点を当てたケアですので、ぜひ悩みを相談してください。医師・看

護師・薬剤師・リハビリ・がん相談員・事務など、様々な専門家全員＝チーム全員で皆さんのお手伝いをして参

ります。 


